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/R止b : 16)になっているからである｡ 1992年で公的年金保険の給付額は3兆30億



















































68%になる｡ 「生涯の労働貢献にたいする高齢賃金」 (BAS93: 9)という考えで
あり、そのために年金は被保険者の賃金あるいは保険料ならびに保険期間に比例して




















































































































































































財 政 方 式 人 員 構 成 制 度 構 成
最低保障
有 無
租 税 保険料 国 民 国民の 公的年金保険 独自の
案の類型 方 式 方 式 全 員 一 部 への組み入れ 制 度
氏
① 霊礎年金 0 0 0 0
公的年金
② 保 険 の
下 支 え




0 0 . 0 0
④ 公的扶助 0 0 0 0
低
⑤ 票得年金 01) 0 0 0
低
⑥ 霊険義務 (F 0 0 0 0
*1)この場合の検査は、もっぱら年金法にもとづく基準、たとえば保険期間の長さ、一
般的算定基礎の百分率などに関するものである｡











であるが、次の二つが代表的な提案である(Schmahl : 278-281 ; Nullmeier/



























いこと、などが指摘される(Wolf :401-402; Kreikebohm : 144;宍戸160-162;















い、と批判される(Wolf :402-403; Kreikebohm : 146-148; Nullmeier/



















































































































(Nullmeier/Riib93 : 225-228 ; BAS91 : 174-175 ; 185-186頁) ｡
年金月額-現実年金価値×年金種類要素× (個人的報酬点数×受給開始要素)









































































































4、 「考慮期間(Ber也cksichtigungszeiten) 」 92年改革により導入されたが、 「こ
の期間が保険法的中断として総実績評価を減少させることを防止し、またこの期間が
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